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(57)【要約】
【課題】電池の着脱をより容易にすることができる電池
の着脱構造及び電子機器を提供する。
【解決手段】カメラ１００において、電池１２１は、ス
リット１２４を有する保護シート１２２により囲われ、
筐体１１は、保護シート１２２により囲われた電池１２
１が収容される収容部１１１を有し、筐体１１の収容部
１１１と保護シート１２２とは、一部の領域で接着され
るようにする。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　筐体に装着する電池の着脱構造であって、
　前記電池は、スリットを有する包装材により囲われ、
　前記筐体は、前記包装材により囲われた前記電池が収容される収容部を有し、
　前記筐体の前記収容部と前記包装材とは、一部の領域で接着されている、
ことを特徴とする電池の着脱構造。
【請求項２】
　前記電池は、前記電池の端部から中心部に向かってつき出て且つ前記端部まで達しない
形状の前記スリットを有する前記包装材により囲われている、
ことを特徴とする請求項１に記載の電池の着脱構造。
【請求項３】
　前記筐体の前記収容部と前記包装材とは、前記スリットのつき出た部分に近接した領域
であって、且つ、前記スリットを境として前記電池の前記中心部とは逆側の前記一部の領
域で接着されている、
ことを特徴とする請求項２に記載の電池の着脱構造。
【請求項４】
　前記スリットは、前記電池の縦横のいずれか一方向の一辺であって、前記包装材により
囲われた前記電池を持ち上げる側とは逆側の一辺の近傍に設けられる、
ことを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の電池の着脱構造。
【請求項５】
　前記包装材は、前記包装材により囲われた前記電池を持ち上げる側に摘み部を有する、
ことを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の電池の着脱構造。
【請求項６】
　前記包装材の前記電池と接する面のうちの、少なくとも前記電池の底面と接する面は、
前記筐体の前記収容部と前記包装材との接着力よりも弱い接着力を有し、前記電池と前記
包装材とは、前記収容部と前記包装材との接着力よりも弱い接着力で接着される、
ことを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載の電池の着脱構造。
【請求項７】
　前記包装材は、矩形状の底部と、前記底部の各辺からそれぞれ折り曲げられる折り曲げ
片と、を有し、
　前記電池は、前記包装材の前記底部と前記折り曲げ片とによって、前記電池の前記底面
及び側面が囲われる、
ことを特徴とする請求項６に記載の電池の着脱構造。
【請求項８】
　前記スリットのつき出した方向の先にある前記折り曲げ片に摘み部を有する、
ことを特徴とする請求項７に記載の電池の着脱構造。
【請求項９】
　前記折り曲げ片の一部に、前記筐体と前記電池とを電気的に接続する配線を通す隙間を
有する、
ことを特徴とする請求項７又は８に記載の電池の着脱構造。
【請求項１０】
　前記筐体の前記収容部に前記包装材により囲われた前記電池が収容された際、前記電池
の上面と前記収容部の上面とが実質的に同一面となる、
ことを特徴とする請求項１乃至９のいずれか１項に記載の電池の着脱構造。
【請求項１１】
　筐体に装着する電池の着脱構造であって、
　前記電池が接着される板状のフレームを有し、
　前記フレームは、剛性を有し、少なくとも１辺の一部に摘み部を有し、
　前記筐体は、前記フレームに接着された前記電池が収容される収容部を有し、
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　前記収容部は、前記フレームに接着された前記電池が収容された際に前記摘み部が嵌合
する嵌合部を有する、
ことを特徴とする電池の着脱構造。
【請求項１２】
　前記収容部は、前記嵌合部に突起部を有し、
　前記摘み部には、前記突起部を挿通させる孔が形成されている、
ことを特徴とする請求項１１に記載の電池の着脱構造。
【請求項１３】
　前記収容部に収容された前記電池は、緩衝材を介して外装ケースにより覆い且つ塞がれ
る、
ことを特徴とする請求項１１又は１２に記載の電池の着脱構造。
【請求項１４】
　前記フレームは、磁性を有し、前記筐体の前記収容部に備えられた磁石により吸着され
る、
ことを特徴する請求項１１乃至１３のいずれか１項に記載の電池の着脱構造。
【請求項１５】
　筐体に装着する電池の着脱構造であって、
　前記電池は、所定の薄さに形成されている包装材により囲われ、
　前記筐体は、前記包装材により囲われた前記電池が収容される収容部を有し、
　前記筐体の前記収容部と前記包装材とは、一部の領域で接着されており、
　前記電池の交換の際に、前記包装材が破れることにより前記包装材から前記電池が取り
外される、
ことを特徴とする電池の着脱構造。
【請求項１６】
　前記電池は、一部が他部よりも薄く形成されている前記包装材により囲われている、
ことを特徴とする請求項１５に記載の電池の着脱構造。
【請求項１７】
　請求項１乃至１６のいずれか１項に記載の電池の着脱構造を備える、
ことを特徴とする電子機器。
【請求項１８】
　撮像部を更に備える、
ことを特徴とする請求項１７に記載の電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電池の着脱構造及び電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、剛性の低い電池パックを内蔵した携帯端末において、電池パックを損傷させずに
取り外して再利用可能とするために、包装材で電池パックを包装し、包装材を電池収容部
に接着する技術が提案されている（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１５－８８４４９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、前記特許文献１に開示されている技術では、電池パックを再利用するた
めには、まず包装材で包装された電池パックを電池収容部から取り外し、その後に包装材
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を破く必要があり手間がかかるという問題がある。
【０００５】
　本発明は、このような問題に鑑みてなされたものであり、電池の着脱をより容易にする
ことができる電池の着脱構造及び電子機器を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記目的を達成するため、本発明に係る電池の着脱構造の一態様は、
　筐体に装着する電池の着脱構造であって、
　前記電池は、スリットを有する包装材により囲われ、
　前記筐体は、前記包装材により囲われた前記電池が収容される収容部を有し、
　前記筐体の前記収容部と前記包装材とは、一部の領域で接着されている、
ことを特徴とする。
【０００７】
　また、前記目的を達成するため、本発明に係る電池の着脱構造の一態様は、
　筐体に装着する電池の着脱構造であって、
　前記電池が接着される板状のフレームを有し、
　前記フレームは、剛性を有し、少なくとも１辺の一部に摘み部を有し、
　前記筐体は、前記フレームに接着された前記電池が収容される収容部を有し、
　前記収容部は、前記フレームに接着された前記電池が収容された際に前記摘み部が嵌合
する嵌合部を有する、
　ことを特徴とする。
【０００８】
　また、前記目的を達成するため、本発明に係る電池の着脱構造の一態様は、
　筐体に装着する電池の着脱構造であって、
　前記電池は、所定の薄さに形成されている包装材により囲われ、
　前記筐体は、前記包装材により囲われた前記電池が収容される収容部を有し、
　前記筐体の前記収容部と前記包装材とは、一部の領域で接着されており、
　前記電池の交換の際に、前記包装材が破れることにより前記包装材から前記電池が取り
外される、
ことを特徴とする。
【０００９】
　また、前記目的を達成するため、本発明に係る電子機器の一態様は、
　前記記載の電池の着脱構造を備える、
　ことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、電池の着脱をより容易にすることができる電池の着脱構造及び電子機
器を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明を適用した電子機器の実施形態１の構成であるカメラを示した斜視図であ
り、（ａ）は通常撮影モードのカメラを示す斜視図、（ｂ）はレンズ部ユニットに対して
表示部ユニットを回動させている状態のカメラを示す斜視図である。
【図２】表示部ユニットの分解斜視図である。
【図３】（ａ）は、上面が上方を向くように置かれた電池アッシーを上方から見た斜視図
であり、（ｂ）は、底面が上方を向くように置かれた電池アッシーを上方から見た斜視図
である。
【図４】保護シートの展開図である。
【図５】（ａ）～（ｄ）は、保護シートの他の例を示す図である。
【図６】（ａ）は、筐体の収容部に収容された電池アッシーを上方から見た部分拡大図で
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あり、（ｂ）は、収容部に収容された電池アッシーを同図（ａ）の矢視Ａ方向から見た断
面図であり、（ｃ）は、引っ張り上げた際の電池アッシーを同図（ａ）の矢視Ａ方向から
見た断面図である。
【図７】変形例の保護シートの展開図である。
【図８】（ａ）～（ｃ）は、本変形例の保護シートによる電池の包装手順を示す図である
。
【図９】（ａ）は、摘み部を引っ張り上げる前の状態の電池アッシーを示す斜視図であり
、（ｂ）は、摘み部を引っ張り上げた後の状態の電池アッシーを示す斜視図である。
【図１０】（ａ）は、実施形態２の保護シートの平面図であり、（ｂ）は、保護シートの
裏面図である。
【図１１】（ａ）は、実施形態２の変形例の保護シートの平面図であり、（ｂ）は、保護
シートの裏面図である。
【図１２】（ａ）は、本発明を適用した電子機器の実施形態３の電池が接着されるフレー
ムの平面図であり、（ｂ）は、電池を接着した状態のフレームの平面図である。
【図１３】（ａ）は、電池アッシーが収容される前の状態の収容部を示す平面図であり、
（ｂ）は、電池アッシー（但し、電池は非表示）が収容された状態の収容部を示す平面図
であり、（ｃ）は、電池アッシーが収容された状態の収容部を示す平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下に、本発明について、図面を用いて具体的な態様を説明する。ただし、発明の範囲
は、図示例に限定されない。
【００１３】
［実施形態１］
　図１は、本発明を適用した電子機器の一実施形態の構成であるカメラ１００を示した斜
視図である。カメラ１００は、大きく分けると、表示部ユニット１と、レンズ部ユニット
２と、グリップ３と、を備えている。
【００１４】
　図１（ａ）は、通常撮影モードのカメラ１００を示す斜視図である。すなわち、表示部
ユニット１の表示部１ａがレンズ部ユニット２のレンズ部（撮像部）２ａに対して反対方
向に向けられ、グリップ３が表示部ユニット１及びレンズ部ユニット２を囲んだ状態のカ
メラ１００を示している。
【００１５】
　図１（ｂ）は、レンズ部ユニット２に対して表示部ユニット１を回動させている状態の
カメラ１００を示す斜視図である。
　図１（ｂ）に示すように、カメラ１００は、表示部１ａを有する表示部ユニット１と、
レンズ部２ａを有するレンズ部ユニット２と、が第１ヒンジ軸４を介して互いに回動可能
に結合されている。このため、表示部ユニット１の表示部１ａがレンズ部ユニット２のレ
ンズ部２ａと同方向を向くように表示部ユニット１を回動させることにより、カメラ１０
０を通常撮影モードから自分撮りモードに移行することができるようになっている。
【００１６】
　次に、表示部ユニット１の内部構造について説明する。
【００１７】
　図２は、表示部ユニット１の分解斜視図である。
　図２に示すように、表示部ユニット１は、表示部１ａが配設される筐体１１と、電池ア
ッシー（電池ユニット）１２と、クッション１３と、カバーフレーム１４と、外装ケース
１５と、を備えている。
【００１８】
　筐体１１は、電池アッシー１２を収容する収容部１１１を備えている。また、筐体１１
は、表示部１ａ等を駆動させる駆動回路基板１１２を備えている。
　電池アッシー１２は、表示部１ａ等を駆動させるための動力源である。なお、電池アッ
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シー１２の詳細については後述する。
　クッション１３は、電池アッシー１２を固定させるとともに、電池アッシー１２の上面
を保護するための緩衝材（例えば、発泡ウレタンシート等）である。
　カバーフレーム１４は、収容部１１１に収容された電池アッシー１２を固定するための
部材である。カバーフレーム１４は、クッション１３を介し電池アッシー１２の上面を覆
うようにして筐体１１の所定位置に取り付けられるようになっている。
　外装ケース１５は、筐体１１の収容部１１１に収容された電池アッシー１２や駆動回路
基板１１２を覆い且つ塞ぐためのケースである。
【００１９】
　次に、電池アッシー１２について説明する。
【００２０】
　図３（ａ）は、上面が上方を向くように置かれた電池アッシー１２を上方から見た斜視
図であり、図３（ｂ）は、底面が上方を向くように置かれた電池アッシー１２を上方から
見た斜視図である。図４は、保護シート１２２の展開図である。
【００２１】
　図３（ａ）及び図３（ｂ）に示すように、電池アッシー１２は、電池１２１と、保護シ
ート（包装材）１２２と、を備えている。
　電池１２１は、例えば、リチウムイオンポリマー電池などの所謂ソフトパック電池であ
り、矩形平板状に形成されている。電池１２１は、駆動回路基板１１２と電気的に接続す
るためのコネクタ１２１ａを有している。コネクタ１２１ａが駆動回路基板１１２に接続
されることにより、駆動回路基板１１２に電力を供給可能となっている。
【００２２】
　保護シート１２２は、電池１２１を保護するための包装材（例えば、ＰＥＴフィルム）
である。電池１２１は、保護シート１２２によって、底面及び側面が囲われるようになっ
ている。また、電池１２１は、保護シート１２２の摘み部１２２ｆ（後述）を引っ張り上
げることによって、保護シート１２２とともに、すなわち電池アッシー１２を収容部１１
１から取り外すことができるようになっている。なお、保護シート１２２は、使い捨ての
シートであり、電池１２１を再利用する場合は、新しい保護シート１２２に交換されるこ
ととなるが、交換の際に破れ易いようにしてもよい。
【００２３】
　図４に示すように、保護シート１２２は、電池１２１の底面の形状と実質的に同形の底
面部１２２ａと、底面部１２２ａの各辺に連接する折り曲げ片としての上側側面部１２２
ｂ、左側側面部１２２ｃ、右側側面部１２２ｄ、下側側面部１２２ｅと、上側側面部１２
２ｂの左端上部に連接する摘み部（タブ）１２２ｆとから構成されている。４つの側面部
は、電池１２１の対応する側面の形状と実質的に同形となっている。但し、上側側面部１
２２ｂは、右側部に切り欠きがなされている。右側部の切り欠きは電池１２１のコネクタ
１２１ａを通す隙間を形成するためになされたものである。
【００２４】
　また、保護シート１２２は、底面部１２２ａの電池１２１と対向する側の面に微粘着シ
ート１２３が貼り付けられている。また、保護シート１２２は、貼り付けられた微粘着シ
ート１２３とともに、底面部１２２ａにスリット１２４が形成されている。
　スリット１２４は、電池１２１底面の中心に向かってつき出た逆Ｖ字形をなすとともに
、底面部１２２ａの端部まで達しない形状に形成されている。つまり、スリット１２４は
、摘み部１２２ｆを引っ張り上げることにより電池アッシー１２を持ち上げる側（底面部
１２２ａの上側）とは逆側（底面部１２２ａの下側）の一辺の近傍に設けられたこととな
る。また、保護シート１２２は、電池アッシー１２を持ち上げる側（底面部１２２ａの上
側）に摘み部１２２ｆが設けられたこととなる。すなわち、スリット１２４のつき出した
方向（逆Ｖ字形の頂点）の先にある上側側面部１２２ｂに摘み部１２２ｆが連接されたこ
ととなる。
　なお、スリット１２４の形状は、逆Ｖ字形に限らず、図５（ａ）～図５（ｄ）に示すよ
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うに、例えば、直線形、逆Ｕ字形、台形、凸形などでもよい。
【００２５】
　また、保護シート１２２は、図３（ｂ）に示すように、底面部１２２ａの電池１２１と
接しない側（外側）の面の一部に両面テープ１２５が貼り付けられている。具体的には、
スリット１２４のつき出た部分に近接した領域であって、且つ、スリット１２４を境とし
て電池１２１の底面の中心とは逆側の領域（図３（ｂ）中の三角形の領域）に両面テープ
１２５が貼り付けられている。これにより、筐体１１の収容部１１１に電池アッシー１２
が収容された際、図３（ｂ）中の三角形の領域で収容部１１１と保護シート１２２とが接
着されることとなる（図６（ｂ）参照）。即ち、スリット１２４を境として電池１２１の
底面の中心とは逆側の領域に両面テープ１２５が貼り付けられていれば、スリット１２４
は直線状であってもよい。なお、両面テープ１２５を貼り付ける領域は、前述の条件を満
たす範囲内とするが、両面テープ１２５を貼り付ける際の幅が極力長くなるようにするこ
とが好ましい。
　ここで、両面テープ１２５の粘着力は、前述した微粘着シート１２３の粘着力よりも強
いものとなっている。つまり、電池１２１の底面と接する微粘着シート１２３の面は、収
容部１１１と保護シート１２２との接着力よりも弱い接着力を有することとなる。
【００２６】
　次に、電池１２１の着脱構造について説明する。
【００２７】
　図６（ａ）は、筐体１１の収容部１１１に収容された電池アッシー１２を上方から見た
部分拡大図であり、図６（ｂ）は、収容部１１１に収容された電池アッシー１２を図６（
ａ）の矢視Ａ方向から見た断面図であり、図６（ｃ）は、引っ張り上げた際の電池アッシ
ー１２を図６（ａ）の矢視Ａ方向から見た断面図である。
【００２８】
　収容部１１１へ電池１２１を取り付ける場合、図３（ａ）及び図３（ｂ）に示すように
、保護シート１２２によって電池１２１の底面及び側面が囲われた状態、すなわち電池ア
ッシー１２の状態とする。そして、電池アッシー１２を収容部１１１に嵌め込むことによ
り、図６（ａ）及び図６（ｂ）に示すように、電池アッシー１２が収容部１１１へ収容さ
れ、電池１２１が取り付けられた状態となる。このとき、電池アッシー１２は、両面テー
プ１２５を介して、収容部１１１に接着された状態となる。ここで、電池アッシー１２が
収容部１１１へ収容された際に電池１２１の上面と収容部１１１の立壁の上面とが実質的
に同一面となるように、収容部１１１及び電池アッシー１２が設計されている。
【００２９】
　一方、収容部１１１から電池１２１を取り外す場合、図６（ａ）及び図６（ｃ）に示す
ように、保護シート１２２の摘み部１２２ｆを上方に引っ張り上げる。このとき、図６（
ｃ）に示すように、保護シート１２２に設けられた逆Ｖ字形のスリット１２４の頂点を起
点として、頂点から電池１２１と保護シート１２２とが剥離し始めることとなる。このた
め、電池１２１に対して折り曲げ負荷をかけることなく、電池アッシー１２を引っ張り上
げることができる。そして、電池アッシー１２を引っ張り上げた後、保護シート１２２か
ら電池１２１を剥すことにより、電池１２１を収容部１１１から取り外した状態となる。
ここで、電池１２１と保護シート１２２とは、微粘着シート１２３を介して接着されてい
るため、折り曲げ負荷をかけることなく保護シート１２２から電池１２１を剥すことがで
き、電池１２１を損傷なく容易に取り外すことができるようになる。
【００３０】
　以上のように、本実施形態のカメラ１００にあっては、電池１２１は、スリット１２４
を有する保護シート１２２により囲われ、筐体１１は、保護シート１２２により囲われた
電池１２１が収容される収容部１１１を有し、筐体１１の収容部１１１と保護シート１２
２とは、一部の領域で接着されることとなる。
【００３１】
　このため、本実施形態のカメラ１００によれば、収容部１１１から電池１２１を取り外
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す場合、電池１２１に対して折り曲げ負荷をかけることなく、電池アッシー１２を引っ張
り上げることができる。従って、電池アッシー１２を引っ張り上げた後、保護シート１２
２から電池１２１を容易に取り外すことができるようになる。
【００３２】
　また、本実施形態のカメラ１００にあっては、電池１２１は、電池１２１の端部から中
心部に向かってつき出て且つ端部まで達しない形状（逆Ｖ字形）のスリット１２４を有す
る保護シート１２２により囲われることとなるので、収容部１１１から電池１２１を取り
外す場合、保護シート１２２に設けられた逆Ｖ字形のスリット１２４の頂点を起点として
、頂点から電池１２１と保護シート１２２とが剥離し始めることとなる。これにより、電
池１２１に対して折り曲げ負荷をかけることなく、電池アッシー１２を引っ張り上げるこ
とができる。従って、電池アッシー１２を引っ張り上げた後、保護シート１２２から電池
１２１を容易に取り外すことができるようになる。
【００３３】
　また、本実施形態のカメラ１００にあっては、筐体１１の収容部１１１と保護シート１
２２とは、スリット１２４のつき出た部分に近接した領域であって、且つ、スリット１２
４を境として電池１２１の中心とは逆側の一部の領域で接着されるので、収容部１１１か
ら電池１２１を取り外す場合、電池１２１に対して折り曲げ負荷をかけることなく、電池
アッシー１２を引っ張り上げることができる。
【００３４】
　また、本実施形態のカメラ１００にあっては、スリット１２４は、電池１２１の縦横の
いずれか一方向の一辺であって、保護シート１２２により囲われた電池１２１を持ち上げ
る側とは逆側の一辺の近傍に設けられているので、収容部１１１と保護シート１２２との
接着面積を極力小さくすることができ、電池アッシー１２を引っ張り上げた際に電池１２
１に対して折り曲げ負荷がかかることを抑制することができる。
【００３５】
　また、本実施形態のカメラ１００にあっては、保護シート１２２は、保護シート１２２
により囲われた電池１２１を持ち上げる側に摘み部１２２ｆを有するので、電池アッシー
１２を持ち上げ易くすることができる。
【００３６】
　また、本実施形態のカメラ１００にあっては、保護シート１２２の電池１２１と接する
面のうちの、少なくとも電池１２１の底面と接する面は、筐体１１の収容部１１１と保護
シート１２２との接着力よりも弱い接着力を有し、電池１２１と保護シート１２２とは、
収容部１１１と保護シート１２２との接着力よりも弱い接着力で接着されるので、折り曲
げ負荷をかけることなく保護シート１２２から電池１２１を剥すことができる。
【００３７】
　また、本実施形態のカメラ１００にあっては、保護シート１２２は、矩形状の底面部１
２２ａと、底面部１２２ａの各辺からそれぞれ折り曲げられる側面部（上側側面部１２２
ｂ、左側側面部１２２ｃ、右側側面部１２２ｄ、下側側面部１２２ｅ）と、を有し、電池
１２１は、保護シート１２２の底面部１２２ａと各側面部とによって、電池１２１の底面
及び側面が囲われることとなるので、電池１２１の底面及び側面を好適に保護することが
できる。
【００３８】
　また、本実施形態のカメラ１００にあっては、スリット１２４のつき出した方向の先に
ある側面部（上側側面部１２２ｂ）に摘み部１２２ｆを有するので、摘み部１２２ｆを上
方に引っ張り上げることにより、保護シート１２２に設けられた逆Ｖ字形のスリット１２
４の頂点を起点として、頂点から電池１２１と保護シート１２２とを剥離させることがで
きる。このため、電池１２１に対して折り曲げ負荷をかけることなく、電池アッシー１２
を引っ張り上げることができる。
【００３９】
　また、本実施形態のカメラ１００にあっては、保護シート１２２の上側側面部１２２ｂ
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に、筐体１１（駆動回路基板１１２）と電池１２１とを電気的に接続する配線（コネクタ
１２１ａ）を通す隙間を有するので、電池１２１が保護シート１２２によって囲われた状
態であっても、電池１２１と駆動回路基板１１２とを好適に接続することができる。
【００４０】
　また、本実施形態のカメラ１００にあっては、筐体１１の収容部１１１に保護シート１
２２により囲われた電池１２１が収容された際、電池１２１の上面と収容部１１１の上面
とが実質的に同一面となるので、カバーフレーム１４や外装ケース１５を装着する際にカ
バーフレーム１４や外装ケース１５が電池１２１に衝突することを好適に抑制することが
できる。
【００４１】
　また、本実施形態のカメラ１００にあっては、前述した着脱構造を有することによって
、電池１２１がソフトパックタイプの電池であっても折り曲げ負荷を好適に抑制すること
ができるので、電池１２１を取り外す際の損傷を抑制することができる。
【００４２】
［変形例］
　続いて、実施形態１の変形例について説明する。なお、実施形態１と同様の構成要素に
は同一の符号を付し、説明を省略する。
　本変形例のカメラ２００の保護シート２２２は、実施形態１における保護シート１２２
とは異なり、電池１２１の側面及び底面だけではなく上面も保護する構成としている点、
及び、素材が実施形態１における微粘着シート１２３に相当するシートである点で、実施
形態１と異なっている。
【００４３】
　図７は、本変形例の保護シート２２２を示す展開図である。図８（ａ）～図８（ｃ）は
、保護シート２２２による電池１２１の包装手順を示す図である。図９（ａ）は、摘み部
２２２ａ２を引っ張り上げる前の状態の電池アッシー２２を示す斜視図であり、図９（ｂ
）は、摘み部２２２ａ２を引っ張り上げた後の状態の電池アッシー２２を示す斜視図であ
る。
【００４４】
　図７に示すように、本変形例の保護シート２２２は、電池１２１の上面を保護する上面
保護部２２２ａと、上面保護部２２２ａの各辺に連接する上側折り返し部２２２ｂ、左側
折り返し部２２２ｃ、右側折り返し部２２２ｄ、下側折り返し部２２２ｅと、から構成さ
れている。
【００４５】
　上面保護部２２２ａには、実質的に角形Ｕ字状のスリット２２２ａ１が形成されるとと
もに、スリット２２２ａ１によって、上面保護部２２２ａの内側に舌状の摘み部２２２ａ
２が形成されている。スリット２２２ａ１は、一端部（上側折り返し部２２２ｂに近接す
る端部）が上面保護部２２２ａの端部に達しないように形成されている。スリット２２２
ａ１により形成される摘み部２２２ａ２が浮き上がってしまうことを防止するためである
。
　一方、スリット２２２ａ１の他端部（下側折り返し部２２２ｅに近接する端部）は、上
面保護部２２２ａの端部に達する位置、すなわち下側折り返し部２２２ｅとの境まで形成
されている。スリット２２２ａ１をこのように形成しているのは、図９（ａ）及び図９（
ｂ）に示すように、摘み部２２２ａ２の自由端側が電池１２１の角部に対応する位置に配
されるようにすることによって、摘み部２２２ａ２をめくり易くするためである。
【００４６】
　上側折り返し部２２２ｂは、基端部の幅が左右で異なる、すなわち左端の方が右端より
も短くなるように設けられている。上側折り返し部２２２ｂをこのように設けたのは、電
池１２１のコネクタ１２１ａを通す隙間を形成するためになされたものである（図８（ａ
）～図８（ｃ）参照）。
【００４７】
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　下側折り返し部２２２ｅには、実施形態１の保護シート１２２に形成された逆Ｖ字形の
スリット１２４に相当するスリット２２２ｅ１が形成されている。スリット２２２ａ１の
形状や配置に関する条件は、スリット１２４と同様のため、説明は省略する。
【００４８】
　次に、保護シート２２２による電池１２１の包装手順を説明する。
　図８（ａ）に示すように、まず、電池１２１の上面（表面）が保護シート２２２の上面
保護部２２２ａと向き合うように、電池１２１を保護シート２２２に貼り付ける。そして
、図８（ａ）及び図８（ｂ）に示すように、上側折り返し部２２２ｂ、左側折り返し部２
２２ｃ、右側折り返し部２２２ｄをそれぞれ折り返して電池１２１の底面（裏面）に貼り
付ける。最後に、図８（ｂ）及び図８（ｃ）に示すように、下側折り返し部２２２ｅを折
り返して電池１２１の底面に貼り付ける。
【００４９】
　以上のように、本変形例のカメラ２００にあっては、保護シート２２２によって、電池
１２１の上面も覆うことができるので、実施形態１の保護シート１２２よりも好適に電池
１２１を保護することができる。また、本変形例のカメラ２００にあっては、保護シート
２２２にスリット２２２ａ１を形成することによって、摘み部２２２ａ２を実現すること
ができる。このため、摘み部２２２ａ２が出っ張らない分だけ電池アッシー２２のコンパ
クト化を図ることができる。
【００５０】
　なお、実施形態１にあっては、保護シート１２２の上側側面部１２２ｂの左端上部に摘
み部１２２ｆを設けるようにしたが、これは一例に過ぎない。摘み部１２２ｆは、スリッ
ト１２４のつき出した方向の先にある辺、すなわち上側側面部１２２ｂに配設されていれ
ばよく、例えば、上側側面部１２２ｂの右端上部や中央上部に摘み部１２２ｆを設けるよ
うにしてもよい。
【００５１】
　また、実施形態１にあっては、スリット１２４は、左右対称である逆Ｖ字形としたが、
必ずしも左右対称である必要はなく、電池１２１の形状等に応じて適宜変更可能である。
また、上側側面部１２２ｂの右端に電池１２１のコネクタ１２１ａを通すための切り欠き
を設けたが、切り欠きについてもコネクタ１２１ａの配置に応じて適宜変更可能である。
【００５２】
　また、実施形態１にあっては、スリット１２４のつき出た部分に近接した領域であって
、且つ、スリット１２４を境として電池１２１の底面の中心とは逆側の領域として、図３
（ｂ）に示すように、三角形の領域に両面テープ１２５が貼り付けられる場合を例示した
が、三角形の領域に収める必要はなく、図３（ｂ）中の下側側面部１２２ｅの方へ両面テ
ープ１２５の貼付け領域を拡大してもよい。
【００５３】
［実施形態２］
　続いて、実施形態２について説明する。なお、実施形態１と同様の構成要素には同一の
符号を付し、説明を省略する。
　実施形態２の保護シート３２２は、スリットを設けることなくシート全体を薄くするこ
とにより、電池１２１の交換の際に破れ易くしている点で、実施形態１と異なっている。
【００５４】
　図１０（ａ）は、実施形態２の保護シート３２２の平面図であり、図１０（ｂ）は、保
護シート３２２の裏面図である。
　図１０（ａ）に示すように、実施形態２の保護シート３２２は、実施形態１の保護シー
ト１２２と同様に、電池１２１の底面の形状と実質的に同形の底面部３２２ａと、底面部
３２２ａの各辺に連接する折り曲げ片としての上側側面部３２２ｂ、左側側面部３２２ｃ
、右側側面部３２２ｄ、下側側面部３２２ｅと、上側側面部３２２ｂの左端上部に連接す
る摘み部（タブ）３２２ｆとから構成されている。４つの側面部は、電池１２１の対応す
る側面の形状と実質的に同形となっている。但し、上側側面部３２２ｂは、右側部に切り
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欠きがなされている。切り欠きは電池１２１のコネクタ１２１ａを通す隙間を形成するた
めになされたものである。
【００５５】
　また、保護シート３２２は、図１０（ａ）に示すように、底面部３２２ａの電池１２１
と対向する側の面に微粘着シート３２３が貼り付けられるとともに、図１０（ｂ）に示す
ように、底面部３２２ａの電池１２１と接しない側（外側）の面に両面テープ３２５が貼
り付けられている。微粘着シート３２３と両面テープ３２５とはともに底面部３２２ａの
形状（長方形）と相似な形状をなしており、微粘着シート３２３と底面部３２２ａと、及
び、両面テープ３２５と底面部３２２ａと、の相似比はともに１：２となっている。そし
て、微粘着シート３２３は、底面部３２２ａの電池１２１と対向する側の面に、微粘着シ
ート３２３の中心と底面部３２２ａの中心とが一致するように貼り付けられている。また
、両面テープ３２５は、底面部３２２ａの電池１２１と接しない側（外側）の面に、両面
テープ３２５の中心と底面部３２２ａの中心とが一致するように貼り付けられている。つ
まり、底面部３２２ａの中央部は、微粘着シート３２３と両面テープ３２５とにより挟ま
れた３層構造をなしている。底面部３２２ａの中央部の厚みは、０．１３ｍｍ（保護シー
ト３２２の厚み；０．０５ｍｍ、微粘着シート３２３の厚み；０．０５ｍｍ、両面テープ
３２５の厚み；０．０３ｍｍ）となっており、電池１２１の交換の際に破れ易いように設
計されている。
【００５６】
　なお、底面部３２２ａの中央部の厚みは、０．０５～０．１０ｍｍとすることがより好
ましい。かかる場合、底面部３２２ａの中央部の厚みは結果的に０．０５～０．１０ｍｍ
となっていればよく、保護シート３２２と微粘着シート３２３と両面テープ３２５とによ
る厚みの内訳は適宜任意に設定変更可能である。また、例えば、微粘着シート３２３と同
じ材質の微粘着シートであって、保護シート３２２と同形状にカッティングした微粘着シ
ートを上述の保護シート３２２の代わりに用いることによって、シート自体が前述の微粘
着シート３２３及び両面テープ３２５の役割を兼ね備えるようにしてもよい。かかる場合
、シート（微粘着シート）の厚みは０．０５～０．１０ｍｍとする。
【００５７】
　以上のように、本実施形態のカメラ３００にあっては、電池１２１は、電池１２１の交
換の際に破れ易いように所定の薄さに形成されている保護シート３２２により囲われ、筐
体１１は、保護シート３２２により囲われた電池１２１が収容される収容部１１１を有し
、筐体１１の収容部１１１と保護シート３２２とは、一部の領域で接着されることとなる
。このため、収容部１１１から電池１２１を取り外す場合、電池１２１に対して折り曲げ
負荷をかけることなく、電池アッシー１２を引っ張り上げることができる。従って、電池
アッシー１２を引っ張り上げた後、保護シート３２２から電池１２１を容易に取り外すこ
とができるようになる。
【００５８】
［変形例］
　続いて、実施形態２の変形例について説明する。なお、実施形態２と同様の構成要素に
は同一の符号を付し、説明を省略する。
　本変形例の保護シート３２２は、シートの一部を薄くすることにより、電池１２１の交
換の際に破れ易くしている点で、実施形態２と異なっている。
【００５９】
　図１１（ａ）は、本変形例の保護シート３２２の平面図であり、図１１（ｂ）は、保護
シート３２２の裏面図である。
　図１１（ａ）に示すように、本変形例の保護シート３２２は、実施形態２の保護シート
３２２と同様に、底面部３２２ａの電池１２１と対向する側の面に微粘着シート３２３が
貼り付けられている。また、保護シート３２２は、貼り付けられた微粘着シート３２３と
ともに、底面部３２２ａに溝３２６Ａが形成されている。溝３２６Ａは、実施形態１の保
護シート１２２において逆Ｖ字形のスリット１２４が形成された位置に、同様の逆Ｖ字形
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を描くように形成されている。
【００６０】
　また、保護シート３２２は、図１１（ｂ）に示すように、実施形態２の保護シート３２
２と同様に、底面部３２２ａの電池１２１と接しない側（外側）の面に両面テープ３２５
が貼り付けられている。また、保護シート３２２は、貼り付けられた両面テープ３２５と
ともに、底面部３２２ａに溝３２６Ｂが形成されている。溝３２６Ｂは、実施形態１の保
護シート１２２において逆Ｖ字形のスリット１２４が形成された位置に、同様の逆Ｖ字形
を描くように形成されている。つまり、保護シート３２２のうちの、保護シート３２２の
対向する位置に形成された溝３２６Ａ及び溝３２６Ｂの部分の厚みが他の部分よりも薄く
なるように形成されたこととなる。なお、本変形例においても、実施形態２と同様に、例
えば、微粘着シート３２３と同じ材質の微粘着シートであって、保護シート３２２と同形
状にカッティングした微粘着シートを前述の保護シート３２２の替わりに用いることによ
って、シート自体が前述の微粘着シート３２３及び両面テープ３２５の役割を兼ね備える
ようにしてもよい。かかる場合、シートに前述の溝３２６Ａ及び溝３２６Ｂが形成される
こととなる。
【００６１】
［実施形態３］
　続いて、実施形態３について説明する。なお、実施形態１及び実施形態２と同様の構成
要素には同一の符号を付し、説明を省略する。
　実施形態３のカメラ４００は、単に剛性を有するフレーム４２２上に電池１２１を接着
させた状態のものを電池アッシー４２としている点で、実施形態１及び実施形態２と異な
っている。
【００６２】
　図１２（ａ）は、電池１２１が接着されるフレーム４２２の平面図であり、図１２（ｂ
）は、電池１２１を接着した状態のフレーム４２２の平面図である。
【００６３】
　図１２（ａ）に示すように、フレーム４２２は、剛性及び磁性を有する部材（例えば、
マルテンサイト系、フェライト系、オーステナイト・フェライト系のステンレス）であり
、実質的に矩形平板状をなしている。フレーム４２２が磁性を有していることにより、筐
体１１の収容部１１１に配された磁石（図示省略）にフレーム４２２を吸着可能となって
いる。また、フレーム４２２は、右端上部から上方に突出した摘み部４２２ａを有すると
ともに、左端下部から下方に突出した摘み部４２２ａを有する。各摘み部４２２ａには、
筐体１１の収容部１１１の所定位置に配された突起部（図示省略）を挿通させる孔４２２
ａ１が形成されている。フレーム４２２は、平面部が電池１２１の底面の形状と実質的に
同形をなしており、平面部に強粘着の両面テープを介して電池１２１が接着されることに
よって、図１２（ｂ）に示すように、電池アッシー４２を構成している。なお、本実施形
態の電池１２１は、フレーム４２２と一体、すなわち電池アッシー４２として再利用可能
となっている。なお、電池アッシー４２は、緩衝材１３で固定されるため、フレーム４２
２は磁性を有していなくてもよい。
【００６４】
　次に、本実施形態の電池アッシー４２の着脱構造について説明する。
【００６５】
　図１３（ａ）は、電池アッシー４２が収容される前の状態の収容部１１１を示す平面図
であり、図１３（ｂ）は、電池アッシー４２（但し、電池１２１は非表示）が収容された
状態の収容部１１１を示す平面図であり、図１３（ｃ）は、電池アッシー４２が収容され
た状態の収容部１１１を示す平面図である。
【００６６】
　収容部１１１へ電池アッシー４２を取り付ける場合、図１３（ａ）及び図１３（ｂ）に
示すように、フレーム４２２の各摘み部４２２ａが収容部１１１の嵌合部（図示省略）に
嵌合し、更に、各摘み部４２２ａに設けられた孔４２２ａ１に収容部１１１の突起部（図
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示省略）が挿通するように、電池アッシー４２を収容部１１１に嵌め込むことにより、電
池アッシー４２が収容部１１１へ収容され、図１３（ｃ）に示すように、電池アッシー４
２が取り付けられた状態となる。
　一方、収容部１１１から電池アッシー４２を取り外す場合、フレーム４２２の摘み部４
２２ａを摘み上げることにより、電池１２１に折り曲げ負荷をかけることなく、電池アッ
シー４２を収容部１１１から取り外せるようになっている。
【００６７】
　以上のように、本実施形態のカメラ４００にあっては、電池１２１が接着されるフレー
ム４２２を有し、フレーム４２２は、剛性を有し、少なくとも１辺の一部に摘み部４２２
ａを有し、筐体１１は、フレーム４２２に接着された電池１２１が収容される収容部１１
１を有し、収容部１１１は、フレーム４２２に接着された電池１２１が収容された際に摘
み部４２２ａが嵌合する嵌合部（図示省略）を有したこととなる。
【００６８】
　このため、本実施形態のカメラ４００によれば、収容部１１１から電池アッシー４２を
取り外す場合、フレーム４２２の摘み部４２２ａを摘み上げることにより、電池１２１に
折り曲げ負荷をかけることなく、電池アッシー４２を収容部１１１から容易に取り外すこ
とができる。
【００６９】
　また、本実施形態のカメラ４００にあっては、収容部１１１は、嵌合部に突起部（図示
省略）を有し、摘み部４２２ａには、突起部を挿通させる孔４２２ａ１が形成されている
ので、摘み部４２２ａ及び摘み部４２２ａに形成された孔４２２ａ１によって、収容部１
１１へ電池アッシー４２を収容する際に、電池アッシー４２の位置決めを行うことができ
るとともに、電池アッシー４２を所定の位置に固定することができる。
【００７０】
　また、本実施形態のカメラ４００にあっては、収容部１１１に収容された電池１２１は
、クッション１３を介して外装ケース１５により覆い且つ塞がれることとなるので、電池
アッシー４２を収容部１１１の所定の位置に好適に固定することができる。
【００７１】
　また、本実施形態のカメラ４００にあっては、フレーム４２２は、磁性を有し、筐体１
１の収容部１１１に備えられた磁石により吸着されることとなるので、電池アッシー４２
を収容部１１１の所定の位置に好適に固定することができる。
【００７２】
　なお、実施形態３にあっては、フレーム４２２の右端上部と左端下部とに設けられた各
摘み部４２２ａによって、電池アッシー４２の位置決め及び固定を行うようにしたが、こ
れは一例に過ぎず、例えば電池１２１の外形によって電池アッシー４２の位置決めが可能
である場合には、摘み部４２２ａはフレーム４２２の右端上部と左端下部とのいずれか一
ヵ所に設けるようにしてもよい。
【００７３】
　また、実施形態３にあっては、強粘着の両面テープによって、フレーム４２２と電池１
２１を接着するようにしたが、これは一例に過ぎず、例えば微粘着シートを介してフレー
ム４２２と電池１２１とを接着するようにしてもよい。かかる場合、電池１２１単体での
再利用が可能となる。
【００７４】
　なお、本発明は、実施形態に限定されることなく、本発明の趣旨を逸脱しない範囲にお
いて、種々の改良並びに設計の変更を行っても良い。
　例えば、実施形態や変形例にあっては、カメラ（カメラ１００，２００，３００，４０
０）を一例として説明したが、本発明はこれに限定されるものではなく、カメラを備える
スマートフォンなど他の電子機器であってもよい。
【００７５】
　以上、本発明の実施形態を説明したが、本発明の範囲は、前述の実施の形態に限定する
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ものではなく、特許請求の範囲に記載された発明の範囲と均等の範囲とを含む。
　以下に、本出願の願書に最初に添付した特許請求の範囲に記載した発明を付記する。付
記に記載した請求項の項番は、本出願の願書に最初に添付した特許請求の範囲の通りであ
る。
〔付記〕
＜付記１＞
　筐体に装着する電池の着脱構造であって、
　前記電池は、スリットを有する包装材により囲われ、
　前記筐体は、前記包装材により囲われた前記電池が収容される収容部を有し、
　前記筐体の前記収容部と前記包装材とは、一部の領域で接着されている、
ことを特徴とする電池の着脱構造。
＜付記２＞
　前記電池は、前記電池の端部から中心部に向かってつき出て且つ前記端部まで達しない
形状の前記スリットを有する前記包装材により囲われている、
ことを特徴とする付記１に記載の電池の着脱構造。
＜付記３＞
　前記筐体の前記収容部と前記包装材とは、前記スリットのつき出た部分に近接した領域
であって、且つ、前記スリットを境として前記電池の前記中心部とは逆側の前記一部の領
域で接着されている、
ことを特徴とする付記２に記載の電池の着脱構造。
＜付記４＞
　前記スリットは、前記電池の縦横のいずれか一方向の一辺であって、前記包装材により
囲われた前記電池を持ち上げる側とは逆側の一辺の近傍に設けられる、
ことを特徴とする付記１乃至３のいずれか１つに記載の電池の着脱構造。
＜付記５＞
　前記包装材は、前記包装材により囲われた前記電池を持ち上げる側に摘み部を有する、
ことを特徴とする付記１乃至４のいずれか１つに記載の電池の着脱構造。
＜付記６＞
　前記包装材の前記電池と接する面のうちの、少なくとも前記電池の底面と接する面は、
前記筐体の前記収容部と前記包装材との接着力よりも弱い接着力を有し、前記電池と前記
包装材とは、前記収容部と前記包装材との接着力よりも弱い接着力で接着される、
ことを特徴とする付記１乃至５のいずれか１つに記載の電池の着脱構造。
＜付記７＞
　前記包装材は、矩形状の底部と、前記底部の各辺からそれぞれ折り曲げられる折り曲げ
片と、を有し、
　前記電池は、前記包装材の前記底部と前記折り曲げ片とによって、前記電池の前記底面
及び側面が囲われる、
ことを特徴とする付記６に記載の電池の着脱構造。
＜付記８＞
　前記スリットのつき出した方向の先にある前記折り曲げ片に摘み部を有する、
ことを特徴とする付記７に記載の電池の着脱構造。
＜付記９＞
　前記折り曲げ片の一部に、前記筐体と前記電池とを電気的に接続する配線を通す隙間を
有する、
ことを特徴とする付記７又は８に記載の電池の着脱構造。
＜付記１０＞
　前記筐体の前記収容部に前記包装材により囲われた前記電池が収容された際、前記電池
の上面と前記収容部の上面とが実質的に同一面となる、
ことを特徴とする付記１乃至９のいずれか１つに記載の電池の着脱構造。
＜付記１１＞
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　筐体に装着する電池の着脱構造であって、
　前記電池が接着される板状のフレームを有し、
　前記フレームは、剛性を有し、少なくとも１辺の一部に摘み部を有し、
　前記筐体は、前記フレームに接着された前記電池が収容される収容部を有し、
　前記収容部は、前記フレームに接着された前記電池が収容された際に前記摘み部が嵌合
する嵌合部を有する、
ことを特徴とする電池の着脱構造。
＜付記１２＞
　前記収容部は、前記嵌合部に突起部を有し、
　前記摘み部には、前記突起部を挿通させる孔が形成されている、
ことを特徴とする付記１１に記載の電池の着脱構造。
＜付記１３＞
　前記収容部に収容された前記電池は、緩衝材を介して外装ケースにより覆い且つ塞がれ
る、
ことを特徴とする付記１１又は１２に記載の電池の着脱構造。
＜付記１４＞
　前記フレームは、磁性を有し、前記筐体の前記収容部に備えられた磁石により吸着され
る、
ことを特徴する付記１１乃至１３のいずれか１つに記載の電池の着脱構造。
＜付記１５＞
　筐体に装着する電池の着脱構造であって、
　前記電池は、所定の薄さに形成されている包装材により囲われ、
　前記筐体は、前記包装材により囲われた前記電池が収容される収容部を有し、
　前記筐体の前記収容部と前記包装材とは、一部の領域で接着されており、
　前記電池の交換の際に、前記包装材が破れることにより前記包装材から前記電池が取り
外される、
ことを特徴とする電池の着脱構造。
＜付記１６＞
　前記電池は、一部が他部よりも薄く形成されている前記包装材により囲われている、
ことを特徴とする付記１５に記載の電池の着脱構造。
＜付記１７＞
　付記１乃至１６のいずれか１つに記載の電池の着脱構造を備える、
ことを特徴とする電子機器。
＜付記１８＞
　撮像部を更に備える、
ことを特徴とする請求項１７に記載の電子機器。
【符号の説明】
【００７６】
１００　カメラ
１　表示部ユニット
１ａ　表示部
１１　筐体
１１１　収容部
１１２　駆動回路基板
１２　電池アッシー
１２１　電池
１２２　保護シート
１２２ａ　底面部
１２２ｂ　上側側面部
１２２ｃ　左側側面部
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１２２ｄ　右側側面部
１２２ｅ　下側側面部
１２２ｆ　摘み部
１２３　微粘着シート
１２４　スリット
１２５　両面テープ
１３　クッション
１４　カバーフレーム
１５　外装ケース
２　レンズ部ユニット
２ａ　レンズ部
３　グリップ
２００　カメラ
２２　電池アッシー
２２２　保護シート
２２２ａ　上面保護部
２２２ａ１　スリット
２２２ａ２　摘み部
２２２ｂ　上側折り返し部
２２２ｃ　左側折り返し部
２２２ｄ　右側折り返し部
２２２ｅ　下側折り返し部
２２２ｅ１　スリット
３００　カメラ
３２２　保護シート
３２３　微粘着シート
３２５　両面テープ
３２６Ａ，Ｂ　溝
４００　カメラ
４２　電池アッシー
４２２　フレーム
４２２ａ　摘み部
４２２ａ１　孔
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【図１】
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【図１０】 【図１１】

【図１２】 【図１３】
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【手続補正書】
【提出日】平成29年11月7日(2017.11.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　また、前記目的を達成するため、本発明に係る電池の着脱構造の一様態は、
　筐体に装着する電池の着脱構造であって、
　前記電池は、所定の薄さに形成されている包装材により囲われ、
　前記筐体は、前記包装材により囲われた前記電池が収容される収容部を有し、
　前記筐体の前記収容部と前記包装材とは、一部の領域で接着されており、
　前記電池の交換の際に、前記一部の領域で前記収容部に接着されている前記包装材が破
れることにより前記包装材から前記電池が取り外される、
ことを特徴とする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１５】
　筐体に装着する電池の着脱構造であって、
　前記電池は、所定の薄さに形成されている包装材により囲われ、
　前記筐体は、前記包装材により囲われた前記電池が収容される収容部を有し、
　前記筐体の前記収容部と前記包装材とは、一部の領域で接着されており、
　前記電池の交換の際に、前記一部の領域で前記収容部に接着されている前記包装材が破
れることにより前記包装材から前記電池が取り外される、
ことを特徴とする電池の着脱構造。
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